
 
暗殺教室劇場版の場面を無断で撮影・投稿し、さらに原作アニメの無断トレースによるファ
ンアートの投稿、および継続的なサイバー上での嫌がらせ行為が確認されている 
Yellow-Tentacle-liveアカウントおよびくぬぎアカウントについて、本投稿にて問題提起を行
います 
なお、両アカウントは同一人物による運用である可能性があると判断しており、その根拠に
ついては本記事内にて提示いたします 
 
@ DailyKoroSensei 
@ assclassfan 



 
 
0. 本投稿の目的 
 
投稿者は長期間にわたり、当該アカウントの運用者からサイバー上での嫌がらせを受けてきました 
加えて、対象者による暗殺教室劇場版の場面の無断撮影および拡散行為により、ファンコミュニティにも影響が
及んでいる状況です 
本投稿は、これ以上の違法なコンテンツ消費およびサイバー上での被害の拡大を防ぐことを目的として作成し
たものです 



 
 
1. 問題の内容 
 
-暗殺教室劇場版みんなの時間における上映館内での無断撮影および拡散 
 
-暗殺教室原作アニメおよびイラストの無断トレース 
 
-サイバー上での嫌がらせ行為（複数アカウントが同一人物であると考えられる根拠を含む） 
 
-サイバー上での嫌がらせの助長および国籍に関する中傷 
 
 
なおYellow-Tentacle-liveアカウントは本投稿内では「YTLアカウント」と表記します 
 
また、投稿者および対象者のアカウントを除きその他のアカウントについては匿名で記載します 
 
本件に関するすべての日付および時刻は、韓国標準時を基準としています 



 
 
2. 無断撮影および拡散 
 
2026年3月30日午前1時頃、YTLアカウントにて暗殺教室劇場版みんなの時間に登場する場面の画像が投稿
されました 
当該画像は、日本における劇場版第2週目の入場者特典と同一の内容であることが確認されています 
 





 
同時に、Tumblr上のYTLアカウントと同一とみられるassclass-fanアカウントにおいても、上映チケットの写真と
ともに同一の映画シーンが投稿されていました。 
 



 



該当シーンの高画質フルサイズ画像は、当時『暗殺教室』公式Xアカウントや公式サイト、その他の正規ルート
では入手できない状態でした 
 
映画の場面をどのように撮影・投稿したのかを問う投稿に対し、YTLアカウントはフランスで行われた上映にお
いて、上映中に撮影したものである旨を認める発言をしています 
 
このような行為は、上映館の規則に抵触する可能性があるだけでなく、著作権侵害や未公開コンテンツの不適
切な共有といった観点からも問題があると考えられます 
 
さらに、公式ハッシュタグの使用により、誤解の招致や興行への影響といった点についても懸念が生じる行為で
す 
 











YTLアカウントは、無断撮影および拡散に関する批判に対し、「他の人も撮影して投稿している」「公式で提示さ
れた場面を投稿しただけである」「映画を観る機会のないファンに喜びを届けたかった」といった趣旨の反応を示
しています 
 
しかし、これらの発言は行為そのものに対する具体的な説明や改善の意思を示すものというよりも、他者の事
例を挙げることで責任の所在を相対化しているように受け取られる可能性があります 
 
また、問題の重大性に対する認識が十分でない印象を与えかねず、自身の行為を正当化していると捉えられる
余地もあります 
 
該当コンテンツは、高画質版が正式に公開されていない場面であり、その共有方法によっては著作権や観賞環
境の観点から問題が指摘され得る状況にありました 
 
そのため、これらの発言は問題点の正当化として受け取られる可能性があり、同様の行為が繰り返されること
への懸念にもつながるものと考えられます 
 
さらに、該当投稿は削除されることなく継続して公開されており、対応の姿勢についても疑問が残る状況です 



 
 
3. 原作アニメおよびイラストの無断トレース 
 
くぬぎアカウントは、2025年3月頃より、Twitter、Pixiv、Tumblr、PinterestなどのSNSにおいて、暗殺教室の公
式ハッシュタグを使用し、ファンアートの投稿を継続していました 
 
しかし、その多くの作品が原作アニメおよび公式イラストをもとにトレースして制作されたものであると考えられる
点が確認されています 





 
（本資料は2025年3月から2026年2月までの間に投稿されたくぬぎのファンアートと原作の該当シーンを比較し
た画像です） 



 
 
公式アニメおよびイラストは著作権によって保護された創作物であり、出典の明記がないまま、公式ハッシュタ
グを用いてオリジナルのファンアートであるかのように投稿する行為は、著作権の観点から問題が指摘され得る
ものです 
 
また、暗殺教室の二次創作作品に限らず、くぬぎ自身のオリジナルキャラクターのイラストにおいても、公式イラ
ストをトレースして制作されたと考えられる点が確認されており、これについても同様に著作権上の問題が生じ
る可能性があります 
 
 
4. サイバー上での嫌がらせ行為 
 
投稿者は2025年12月、くぬぎアカウントおよびYTLアカウントをブロックしました 
その理由は、原作アニメおよびイラストのトレース行為に対して問題があると判断したためです 
 
ブロック後、投稿者はくぬぎアカウントとの間で一切の交流を行っていません 
 
その後、12月24日に投稿者は原作のトレースに関する自身の見解を述べた投稿を行いました 
 





 
当該発言は、原作トレースという行為そのものに対する投稿者自身の見解を述べたものであり、当該ツイートお
よびその他の投稿において、特定の個人を名指しするような言及は一切含まれていなかったことを明記します 
 
その後、2026年1月11日、韓国・釜山で開催されたコミックワールドのイベントにて『暗殺教室』のブース運営を
終えた後、匿名メッセージサービスであるAskを通じて、あるメッセージを受信しました 
 

 



 
 
当時、私はそのメッセージの内容を理解することができず、送信者が外国人である可能性を考慮し、原文での
再送信や、DMでの連絡を求める旨を日本語および英語に翻訳して投稿しましたが、返信はありませんでした 
その後、2026年2月14日、再び匿名メッセージを受信しました 





メッセージの内容を要約すると、「しばらくあなたを見ていました 
あなたが暗殺教室の熱心なファンであることは理解していますが、あなたは間違っている人物ですあなたの注
目を集めるような行動は不快であり、内面にも問題があると感じます」といった趣旨のものでした 
 
私は、このメッセージに含まれる一部の表現を個人攻撃や非難として受け取りましたが、具体的な出来事の提
示がなかったため内容を十分に理解することができず、再度ツイートにてDMでの連絡を求めました 
 
その翌日である2月15日、私の投稿にリプライを送ってきた「いちご-ゃん（@eulchen25）」アカウントとDMでや
り取りを行うことができ、結果として、当該Askメッセージの送信者と同一人物である可能性が高いと認識するに
至りました 
 



 



 
そのような経緯により、2月15日に「いちご-ゃん」アカウントとDMでのやり取りを行うことになりました。内容は、
主に原作トレースに関する認識および二次創作グッズの販売に関するものでした 
 
いちご-ゃんアカウントの主張を要約すると、以下の通りです 
 
-トレースは画風を学習・習得する上で必要な過程である 
 
-特定の個人名を挙げていなくても、公開アカウント上で高圧的な態度を取るべきではない 
 
-トレースが誤りであると主張することは、他の創作者の可能性を制限するものであり無礼である 
 
-ファンアートを商業化して利益を得ることは不道徳であり不適切である 
 
これに対し、投稿者は以下のように回答しました 
 
-学習目的であっても、著作権のある他者の作品を無断でトレースし投稿することは適切ではない 
 
-暗殺教室に関する非公式グッズの制作および販売は、法的に問題があるとは限らない 
 
その後も同様の内容のやり取りが続きましたが、「いちご-ゃん」アカウントより「これ以上の対話は意味がないと
思われる」との旨のメッセージが送られ、それ以降DMでのやり取りは行われていません 
 
投稿者は「今後は互いに関与しないという認識でよろしいでしょうか」と送信しましたが返答はなく、その後「いち
ご-ゃん」アカウントをブロックしました 
 
その後、2026年2月28日、「くのどん（@AnKyu_Chan）」アカウントからフォローを受けました 
 
当該アカウントはプロフィール上の所在地を日本と記載していましたが、利用環境上の情報から実際の居住地
域がヨーロッパ（当時の確認ではドイツ）であると認識される状況がありました。これに対して違和感を覚えたた
め、当該アカウントをブロックしました 



 



 



 
ブロック後の3月1日午前1時頃、再び私のAskにメッセージが届きました 
そのメッセージには、「くのどん」アカウント本人のIDが記載されていました 





 
自身がなぜブロックされたのかという問いに対し、私はこれ以上の接触を控えてほしいこと、および国籍につい
て誤解を招くような表記は避けるべきである旨を伝えました 
 
これに対し、「くのどん」アカウントは、私を差別的であると主張する内容の発言を行い、「あなたのフォロワーが
あなたの本当の姿を知るべきだ」といった趣旨の投稿とともに、自身のアカウント上で当該内容を公に発信しま
した 





「くのどん」アカウントは、当該投稿において差別に関連するハッシュタグを付けた上で、私が差別的であるとす
る主張を行いました 
また、その投稿に対して「いちご-ゃん」アカウントがリプライを送っていることが確認されています 





 
当該リプライの内容は、「彼女は、たとえ1％であってもトレースを使用するすべての人を嫌っているそうです。そ
れは非常に不合理なことです」といった趣旨のものでした 
 
その後も、YTLアカウント、いちご-ゃんアカウント、くのどんアカウントなどを通じて、私に対する否定的な発言や
批判が継続的に行われました 
 
さらに、ブロック後であるにもかかわらず、AskやDMを通じて繰り返し接触が試みられました 
これらの行為は、単なる意見の相違や議論の範囲を超え、特定の個人に対して継続的に言及し、否定的な表
現を繰り返す形で行われている点が確認されます 
 
また、公開アカウントを通じた発信により、個人に対する評価や批判が拡散される状況も見受けられました 
こうした継続的かつ反復的な接触および発言は、サイバー上での嫌がらせに該当すると考えられます 
特に、ブロック後も新たなアカウントや匿名の手段を用いて接触が続けられている点、相手の意思に反して関与
が継続されている点は、深刻な問題へと発展する可能性がある事例として捉えられます 



 
 
4-1. 各アカウントが同一人物によって運用されていると考えられる根拠 
 
これまでに言及したYTLアカウント、くぬぎアカウント、いちご-ゃんアカウント、くのどんアカウントについて、同一
人物によって運用されている可能性を示す要素を以下に記載します 
 
-1. 国籍および接続地域 
くぬぎアカウントを含む各アカウントにおいて、居住国の表示がいずれもドイツとなっていることが確認されてい
ます 
また、設定変更や移動に伴う居住地表記の変化が、複数のアカウントで同時に反映されている様子も見受けら
れます 







 
- 2. 作品 







 
YTLアカウントのTumblrアカウントであるassclass-fanに投稿された『暗殺教室』のオリジナルキャラクターのプ
ロフィールと、くぬぎアカウントのPinterestに投稿された同キャラクターのイラストについて、デザインおよび画風
において高い一致が見られます 
また、2026年2月14日の『暗殺教室』バレンタインに関連して、くぬぎアカウントに投稿されたイラストと同一とみ
られる作品が、Tumblr上のYTLアカウント(assclass-fan)にも投稿されていることが確認されています 



 



 
 
 
- 3. 国籍表記 
 
YTLアカウントおよび「くのどん」アカウントはいずれも、利用環境上の情報では居住地域がヨーロッパ（ドイツ）と
認識される一方で、自身を日本人であると主張し、プロフィール上の所在地を日本と表記して活動している点に
共通性が見られます 



 



 
- 4. その他のアカウント運用上の共通点 
 
無断撮影に関する投稿に対して擁護的な反応を示すアカウントの存在や、翻訳ツールを使用した際に見られる
言い回しや表現の特徴の類似性、さらに複数のSNSにおけるユーザーIDの一致など、アカウント運用において
複数の共通点が確認されています 



 
 
5.サイバー上での嫌がらせの助長および国籍に関する中傷 
 
無断撮影および拡散に関する投稿において、当該行為を指摘・批判する引用投稿を収集し、メディアとして共有
する形で公開した上で、特定のユーザーに対する批判や攻撃を誘発するような動きが見られました 
これらの行為は、サイバー上での嫌がらせを助長する可能性があるものと考えられます 
 
また、その後の投稿において、韓国のファンダムや韓国人全体に対する一般化および否定的な言及が確認さ
れており、個人間の問題を超えて、特定の集団に対する中傷へと広がる可能性がある点も懸念されます 

 





 
 
このような一連の行為は、単なる個人間の意見の相違にとどまらず、多くの利用者が関与し得る構造の中で、
特定の個人や集団に対する批判や攻撃が拡散される環境を形成している点において、問題があると考えられ
ます 
 
 
6. 投稿者の立場および要請事項 
 



投稿者は、本件を通じて特定の個人を攻撃したり、感情的な非難を拡散することを目的としておりません 
あくまで、上記で提示した一連の行為について問題意識を共有し、同様の被害が繰り返されないことを願い、本
投稿を作成いたしました 
 
これを踏まえ、対象者に対し、以下の点を求めます 
 
-上映館内での不正撮影および関連投稿の削除 
 
-無断トレースによって制作された画像および投稿の整理 
 
-繰り返し行われた誹謗・攻撃的発言の中止 
 
-匿名アカウントおよび複数アカウントを用いた接触行為の中止 
 
また、本投稿をご覧になった第三者の皆様におかれましては、特定の個人に対する過度な非難や二次加害に
つながる行為はお控えいただきますようお願いいたします 
 
本件がこれ以上の対立へと発展するのではなく、問題の整理と再発防止につながる形で収束することを願って
おります 
 
なお、本投稿をもって投稿者本人のアカウントから本件に関する言及は行わない予定であり、今後の言及も望
んでおりません 


